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●泉穴師神社と勅使道 

　泉大津市は、大阪南部の泉州地域に位置する大阪湾

に面した小さな都市です。江戸時代、綿栽培と綿織物

業で栄えたこの地域は、明治時代に入ると同じ繊維産

業である毛布工業の中心地となりました。その繊維関

係業者の方々から崇敬を集めてきたのが、泉大津駅の

東方約１.４㎞の場所に鎮座する泉穴師神社です。 

　泉穴師神社が繊維関係業者の方々から信仰されてい

る理由は、ここに栲幡千々姫命が祭られているからで

す。「栲」とはアサや樹皮でとれた繊維を意味し、「幡」

は織物のことを意味することから、栲幡千々姫命は織

物の神様とされています。 

　泉穴師神社には栲幡千々姫命とともに、その夫であ

る神天忍穂耳命が本殿に祭られています。このように

二神を同時に祭る形態を二神併座といい、本殿はこの

形態に沿った「相殿造」とよばれる二棟連結社殿の形

式をとっています。本殿が二棟連結であるため、拝殿

前の鳥居も二神それぞれを拝することができるよう二

基建てられています。このように二基の鳥居が並列し

ているのは大変珍しく、独特の景観をみせています。 

　ところで、繊維産業が盛んな港のある地域から、泉

穴師神社へ続く道は勅使道とよばれていました。勅使

道とは、古代・中世時代において大津が和泉国の中心

港であった頃、船でやってきた京都の官人たちが、和

泉国の国府があった府中（現在の和泉市府中町）を目

指した道でした。かつて都びとが往来したこの道の周

辺には、近代に入って毛布などの工場が多く建てられ

織機の動く音が一日中聞こえていましたが、現在では

工場も少なくなりひっそりとしたたたずまいをみせて

います。 

▼お問い合わせ先▼ 
泉大津市教育委員会事務局生涯学習課 

ＴＥＬ　０７２５－３３－１１３１ 

● お問い合わせ先 ● 
熊取町教育委員会生涯学習推進課（煉瓦館内） 

ＴＥＬ：０７２－４５３－０３９１ 
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泉穴師神社本殿 

　桜の季節の訪れは、毎年心を浮き立たせてくれる
ものです。ここ重要文化財中家住宅にも、敷地の西
側に桜の木がありますが、特におすすめの桜の見所
ポイントをご紹介しましょう。 
　まず、大きな表門を入ると、由緒ある旧家のたた
ずまいを感じさせるどっしりとした主屋が建ってい
ます。そのまま広い土間に一歩足を踏み入れ、うす
暗がりの中で外に目をやると…白壁に囲まれた小さ
な窓から、あざやかな桜の花が見えてきます。壁の
白さと、歴史を感じさせるこげ茶色の柱、そして桜
色のコントラストが大変美しく、額縁に切り取られ
た一幅の絵のようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　この中家住宅の春の季節の美しさを、多くの方に
楽しんでいただきたいと、「春のお茶会」をはじめ
てから、今年で１２年目となりました。３０畳ほども
ある広いダイドコロ（板の間）でのお点前や、白壁
の蔵を背景にした野点、また和紙人形の展示や、子

どもの作法教室の開催、今年は謡曲を聞くなど、毎
年趣向を凝らした内容で、外国からのお客様も訪れ
る華やかな一日となっています。 
　中家住宅は、江戸時代に岸和田藩の郷土代官や七
人庄屋の筆頭を勤めた泉南地方の由緒ある旧家の屋
敷で、熊取町では平成８年から、一般公開をおこな
っています。 
　地域の歴史を伝える貴重な場であることはもちろ
んですが、高い天井と太い梁に囲まれた室内に入る
と、時間までゆっくり過ぎていくようで、特に夏に
もひんやりと涼しい風はとても気持ちの良いもので
す。もっとも、中家住宅の季節感を一番よく知って
いるのは、真冬に「昔の暮らし」を勉強しにやって
くる小学生かもしれませんが…。 
　「春のお茶会」や「観月会」といった中家住宅で
の催しは、庭の手入れをおこなってくださるボラン
ティア「草遊会」のメンバーをはじめ、多くの住民
の協力でなりたっています。今後も、中家住宅の雰
囲気を大切にしながら、季節の催しを続けていきた
いと考えています。 
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『和泉名所図会』に描かれている泉穴師神社 

桜の花を愛でながら…中家住宅「春のお茶会」 桜の花を愛でながら…中家住宅「春のお茶会」 


